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平成19年1月26日  

歯科医師臨床研修への地方行政および国立保健医療科学院の対応  

国立保健医療科学院口腔保健部長  

花田信弘  

1．国立保健医療科学院における指導歯科医の養成   

歯科医師臨床研修の義務化に対して、国や地方行政の研修施設における対応  

が始まっている。厚生労働省の研修・研究機関である国立保健医療科学院では、  

保健所における歯科医師臨床研修の推進を図るため、保健所に勤務する歯科医  

師に対する指導医研修を行っている。本研修を保健所に勤務する歯科医が受講  

することによって、厚生労働省医政局長と国立保健医療科学院長の連名による  

「修了証書」が交付され、指導歯科医として認定される。  

資料：特定研修；保健所に勤務する歯科医師に対する指導医研修  

2．国立保健医療科学院における研究管理委員会の質の強化   

また、研究管理委員会委員長に対する2 日間の研修も行い、臨床研修と修了  

認定に関するさまざまな問題に関する議論を深めている。  

資料：特定研修の実施：研究管理委員会委員長に対する研修（資料）  

3．行政機関における臨床研修医の受け入れ状況   

厚生労働省：国立保健医療科学院では平成17年度から関東地方の医学部の依  

頼により、医師の臨床研修の受け入れを行っている。しかし、歯学部からの歯  

科医師の臨床研修の依頼はない。なお、本院口腔保健部長（花田）は日本口腔  

衛生学会が認定する「地域歯科保健指導医」の資格があり、希望があれば臨床  

研修歯科医を直接本院で受け入れることができる。   
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保健所：保健所おいてはこれまで医師の臨床研修の受け入れを行っている。  

しかし、歯科医師の受け入れに関しては実績がない。今後、歯科医師の臨床研  

修の受け入れが進むことが予想されるので、指導体制の充実が望まれる。カリ  

キュラムは医師の臨床研修と大差ないものになると考えられる。本院で行われ  

た保健所に勤務する歯科医師に対する指導医研修において、カリキュラムの検  

討が行われた。平成18年度報告書に記載されている2つの事例を資料として提  

出する。  

資料：臨床研修のカリキュラム（事例）  

滋賀県の事例  

新潟市の事例  

以上   
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1．教育と診療、安全のバランスを考慮したシステムを理解する  

所柏や一喜   

研修体制の課題  

臨床研修における歯科医療安全の課題  
総論、各論   

卒後臨床教育の展望：シンポジウム   

歯科医師臨床研修の現状と課題  

研修教育のありかた  

2，学習理論に基づいた研修数百（歯科医学教古・技法を含めた）の概要を   

理解する。  

3．研修中断・再開、研修修7の基準について理解する。  

現在の臨床研修制度について：修了基準  

等を含む  

研修歯科医のメンタルヘルス、トラブル  

シューティングについて  

4．臨床研修において認識すべき歯科医療及び労働関係法規を理解する  

5．複数の病院、施設が関係する臨床研修の留意点に配慮する。  

6．経営のバランスを考慮したシステムを理解する。  

経営管理の観点から見た臨床研修  

リ；、ミ1  
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時定研修 臨床研修指導歯科医寸捉健所ラ  
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花車＝日  

セッション言邑獲景  ㈲2斬宗）・・’駆肛p預や軌記重畳計漬臣∃恭子う  

テラ≠軍：保健所軍鱒医師臨療研修申郵克噛敷革下田亀利講覿  
藤山；十受講者）  

【、：・こi・；1i】   

滋賀県および新潟市では、医師と歯科医師の区別なく原則同じ臨床研修プ自グラムを合  
同で実施し、公衆衛生全般お－よび歯科保健たっいて碗修を行っていた。   

とくに新喝市笹は、歯学部を有している大学卒ミ2校あるた軌受け入れに澤書直して紆  モ  
・り、今後め疎軍とぁこと．．であっ軋ニ ・．、・〔  

．  ー 

カリを、主古志の転読おいモ料■鳩清彦（Gfb）ミキ議自遠海0主）′毎畠のヰこ二目  
標達成のために研修医が学ぶべき学習方略が具体的に申されていた。研修カリキュラムの  

－’t、 作成過程では以下の内容を現野樗上りれて和たことが報卑ざれた。‡・【 ‥▲－、・、ナレ．r  
・目標を明確正す声土どたより、守’．．研修医産科、て榛学ぶぺき周容噂標について理解が深ま  
り、モチベーションが上がる。また、碍尊者間では月額に共通の理解が得られ、廟修方法  
の準備や研修計画を立てやすくなる。さら■に、学習進度についての情報交換がし■やすくな  
り、●効率的かつ効果的に研修が進んでい，るか共有しやすくなる。  

さらに、目標を設定することにより、研修もこよる行動の変化にサてわ評僻も明確にな  

h＼ト・  
ー サふィドt  る心その結果に基づいて、研修揮おい丁も効革靴幣され雪〕鯉を聯医ど指導者・             ▼‾■■J†・ニ：ト‥【■ 1・▲          J．メ′ 問 

フ 去・姦線量とに嘲  

′・れ t■ ‥  芸芸浩志き譜覧芸慧蟹㌍甲撃轄窄摩嘲  r     ・・、け・iニ∴一手・ゞ二・や塁雛．＿‥：・・！一斗；．  
歯科医師の場合は、ほとんどが開嚢医になっていくことをふまえ、－歯科医師臨庚研修「地  

城保健・医療」における研修歯科医のディマンドと指導歯科医としてのニーズを整理し、  
＼  

カリキゝラムに反映させ七いくことも重要と考えられた。  

先進的に取り組まれている保健所甲臨嘩研修のレべ′1の高さと研修歯科医自身が主体とな  

． ■ニーし  り自律的に学べるよう熱心匡享壊しな窄ミら、研修歯科医のロ「～レモデルとな？てI、討姿に                      ・′■ ■  ・・ヽ  

感銘した。  ，，  √“  
1  

82／ま1〕8   



吾∴キ1軒廿√、7   
信田委員  

配付資料囁床研廠医′ 月周予定表 等3頁」  

講師■㌧井下ー英二  

● －●  

ヽ
 
 

▲
 
′
 
 
ノ
 
 

ノ
 
▲
 
 
 

一
■
 
 

・83／108．   



lJ  

、／′▲み－、  

＼ソ  

ノ 
・  

火  

夜間工打酔白嶺壷・癖紅塵染痘由前波痙  

L＋・二 
〉 

、’水・．∴…∴1．・．、√〝1い－．∴太∵  】 ・番  



一項㌫四辻・ニ         、－・′ ■八  

′J・ヽ ・  

一・ 、  

′（  
み  

】  
’【蘇健師匠師臨床研修プロゲラ l＿－  

‥－ 、 ▲＝・ ・－   ．．．∴．丁  L・－ ‥    ，く．・  －．＼  ■ ゝ．1◆．．－．ヽ  

I－十十  

∴行■劾官療∵∵∴．い 1 て－ヽ   

’二・ 篭  
・「■・．  ′●ヽり・        、・I■・【’ ′ノ：．r  ．h．ご‘7・‘  ▲・（心一＼  

√一′‘・J・－  

＋  

．・■指摘．  で         ・・－t・l′・′・・・：も  †了、エ‡ニー   lIl、  
轟  

・と  韓嘩性月  
◆√   ●■■  

1  

■と  

簑∴ Jl・  凹  

博、   
■ 

： ぎf蠍  

揮・   性が琴坪    軍で   草   
一－●●－  

・■  
口  

小   
・11′・ 歯科健宿酔断幕  

・頁    坤●  

：，●ぅ蝕予阿二義  二十  
■■ ： 

・＼．一・  

■   
2．． 

｝   

⊥ 米  団  

． 

l■、ぐ告  
血；  ■         ■？・・し！．責・ロ 1ノ  ‥票・▲≠  ケ，こ  アゆ喋瑚写留萌文．、・（賢帝栄．雄版〉  

√′ヽ  ・－●曽こ  

‘ク：㌢． ゝ－・■■  惣垂塵塵三早アル（社章保険研究所）巨  
…■iJ・t－ ；      ．． 

【      よ二つ    ■l′ノ         J．メけ、－‘     ノ，  李                   ご、十－J了                                            癖⊥  
蕪  卜  

曹  
n    輌  

：ミ1′‘  lt  】■   
ヽヽ・ ′：■  

■ ■－†■   

． ヽ  ノ’、1   
こ・・－1－・一一－■  

′．・こ  ヽ∴  

． 

′・－－√・＼・叫     T 

■、－■  

【
＼
 
＼
帝
1
‡
＼
〓
 
 



‖⊥しリーーノ  

疎  ■AM／PM  研修項目’  担当者L   研修内容†感想等■・  伯母評価    個彗雷詣扇  

3監■、  ÅM／FM  保健所の概要  保鍵前の槻能につき学んだ．講義が桟し＼たためやや疲れた。  ■ス「   

請  AM  食品衛生議夢  並河主査  この先いつ食中毒轟音に遭遇するかわからないため、対応の仕方について学？        一たことは有意義だった。ノロウィルスが感染力が強いことは今まで知ら  ・B・・軋B二C■㌃、）  

此  

帽 なかった。 B’   

I 

5＝ロ pM 

5日   AM・   HⅣ講演見学  甲声萱  他に強い関心を持ち、一方で間違うた情矧こ振り回さ ことだと感じた．     れやすい年代なので・草しい性の額絶を教えることl草生徒たちの身体・こころを守るために大切な■                  B  B、  

†6日   してし＼ことが感じられた。                       AM  食中毒事例へ  の対応  小村副所長  世  食中毒が柴草した場合に保健所の職員の方々が早急に原因を央き止恥確定するも て、緊張した雰周気であった。微弱ながらお手伝いもさせていただき、どういう方法で原         めた 囚を  調査l・ 絞っで  こ出坤、けらたり、マスコミへの対応を話し合われた坊← いくのかを経験できたことが良かった。  B  A・岳・C己   
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平成ま8■年度■新喝堺田額潟制這お抒唇歯科医師晦床研修 

新潟市保健所保健予防旗 藤山友紀  

・i■背景  

・・新潟帝には，．新潟大学歯学部と新潟歯科大学新海歯学部キー歯学蔀を肴しても‘）る大   

学が2校ある。．  

i◆平成18年度より新潟大学病院（62二名）が埠域廃鹿研摩を開始。  

・’・平成19年庫より一日本歯科大挙新潟病院が地域保健研修を希望。  

ヽ    ヽ  
■－調整会議  

ー● 今年風歯科医師臨床研修を開始す卑笹季冬り，－●新車革新準市俸健所ン新濁大学  

‘■病鹿および日蕃歯和夫学新潟病院の各担当者により・，調整会議を薮回開催し，保健：  

丁－．所で町歯科医師膝床研瘡た向け七準備を行っ革   、 ノ   

■ 受け入れ機関   

・県保健所，新潟市保健所  

、T研修プログラム・  

・よ・‘－原則として医師臨床研修プログラムと同一、  

・医師と歯科医師の合向研修  

■・碗修期蘭十  

・∴県：・原如2■過敵  

・十市：・2週間■  

■ 受け入れ人数  

・県：35名（村上・新発田5名，新津6名，三条5名，長岡3名，十日町6名，佐  

渡4毎）．   

・市：5名 （1回ヒコき医師・歯科医師あわせて3名まで）   

■ 評価方法   

・基本的には研修医と同様にする。  

8フ／108   
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頂門享  

－ど新潟市保健所¢現状ヨ  

ぎ’受トナ入れ人数．二  

● 平成18年4月17日～12月■8日を8クールにわけ■（1ク」ル2適聞），24名の医   

師・一歯科医師を喪入れる予定。   

「▼・・■歯科医師につ・いて吼一各月8日可9日・に・2各．7月3柑～8・昂11．日に1名，．す月  1  14日 
， 

■‘カリキュラム   

・■■‘一般白樺（GIG）  

臨床研修医軋．歯科医師の社会的役割を認識するために．、保健所に畠ける公衆衛封  
及び健嘩増準清動を知るとともに、・地域歯科保鹿活動中重要性痘理廃する・。・   

■∵行革・？れ■∴十■ ・ 

・  ：①健康ゴくり■に関する事菓を卑学する∴（医師卜  F  

∴‘・②保健鱒祉サンターゐ専業率見学す菌ム・■（ 
”．㍉、．、  

． 

て④無品．・牒撼滞生、●食肉衛垂に関連↓た鱒査を経験する。．．（医師∴  

． ■＼⑤医務薬事と保鹿医療統計に商すも業務を経験する・∴（痙剛．・  
∴た   

＠保嘩所で行われてしチる業琴の概曲学革明でき卑∴（歯科医師のみ）・  

⑦地域歯科健診を見学・体験する。（歯科医師のみ）  

■．・⑧新潟市で行われている坤域歯科保健活動中簡略を説醜七草るも噛料塵肺のみ）．  

・．左睦＿  

1．行動目棲∴血琴歯鱒鱒診を見学・庫威するふ  

オ．■法‥見学－（千部座臥（誕生ふ二1硬筆dr3歳ムごフツ・索塗布）∴  
．’時．間：約3■時間．  ■．、 r  

‘人的資疲：唾科庭師及び歯科衛生士・  

・乱・・粛：保健額祉センター（ネケジュエルによっては，∴見学を2コマ・た・）・  
2．行動日標：保健所で行われている業務の概略を説明できるi  

■・新潟市で行ゎれてい争坤域歯科保健活動の概略卓説明できる。・  

接：講義．  

・容：新病市第二次生滅歯科保健計画について」  

・
方
・
内
 
 

時，・・間：約3時間  

人的資源三歯科医師  

場・・・廟‥保健所保健予防諌∵  

f ■ 総合評価方法  

・・ 基本的たは・研修医ち同様とし研修終了後∴感想文の訂正を求あ 

J期限以内た感想文が訂正されれれば，「A」と評徹される。）   

・88／10：8  
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ヽ い・ナ1‘・地域嘩睡医療研修転日本歯科大学新曲毒疲が－・参加を希望してし’さるが，▲廟潟市保  
＿ヽ′l■  

腱所セは，今年度以上め数の研磨直を重夫わる申嫁困難セあ為。  
■ユ．  

で ∵調撃協議会，儀討してレきく必要あり  
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研緻歯科堰師の研野頼部衰肇元  

以下は卜藤山が4月叩日～21自に研修医（医科）に同行した時の内乱  

担当課∴   ∴内容等・   

‘て日日‥  叫  総革課  保健所研修に当たって．：導入．     保健所集務の概略■i‥保健所業務に係る法律∴     人口動態統計．ニ：二死亡診断書の書き方，？．人口動感統計上一   PM  ，－保健予防課  ・・麹脚‾…‾l■璧縄鯵   
収去検査た同行∴．  

2日甲  AM・  食品衛生課  食品衛生課の業務説明．食中毒の説明        PM・  鱒上  飲食店への監視指導に同行     食中毒の説明その2 一     動物行政め説明   
3日目∴  ÅM・  ．保健予防課  感染症法・結核予防法の説明－・     結核管理の概要 ■ニ     乳幼児医療費助成     ▲自立支援医療費．     小児慢性特定疾患対策t．   PM．  同上ノ  小児慢性特定に係る会強1こ同行（事務局：嗅）．     感染症の説明 等 ■・   
4日目．  AM  環埠衛生課  ねずみ－衛生害虫対策，・     レジオネラ症防止対策∴  

建築物の衛生管理＼：二説明及び実習■■  戸山  同上  入浴設備の監視■指導の同行・∴     ねずみ・音虫駆振作業に同行  4日目．  AM  環埠衛生課  ねずみ－衛生害虫対策，・       レジオネラ症防止対策∴       建築物の衛生管理＼：二説明及び実習     戸山  同上  入浴設備の監視■指導の同行・∴           ．ねずみ・音虫駆振作業に同行  

土合の変更点  

歯科蛙診見学or座学  

‘一也康増進琴  骨組しょう症対策について  

後半を座学   

GI＄（稔合壁地理情報システム）実習∴  

日■弓■  AM．．  ‘‘■総務課  調剤薬局見学  
PM 

医療安全、，医療監視等の説明  
：．苦情処理の説明・   

日日  叩・  保健予防諌‘  母子保健全般の説明  
すくすく健診について説明■・  

細れ瞼肉衛生検査潮と蓄現場の見学等   

保健予防課  すくすく健診（母子保健）  

衛生試験所  術生試験所の見学等  

日日  AM  喝康増進課」地域保健福祉センターについて総論の説明  

＿，l地域保健福祉センターでの見学（地区担・当保健師等に同行）  
戸M．   l同上   

10日目．  AM  健康増進課  公衆  衛生各論 ＿封綴 贈物‾‾‾‾■‾；‾‖  

危機管理  
■絶務醸・   

・90ノ108  
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